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先
ず
豪
雨
に
よ
る
水
害
等
に

遭
遇
さ
れ
た
支
部
の
皆
様
に
、

心
か
ら
お
見
舞
申
し
上
げ
ま

す
。
幸
い
東
京
は
天
候
に
も
恵

ま
れ
、
十
万
人
近
い
入
場
者
で

大
盛
会
で
し
た
。

　

東
郷
青
児
先
生
の
絵
画
・
彫

刻
も
特
別
陳
列
さ
れ
、
本
展
に

大
き
な
華
を
添
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ま
た
会
場
全
体
の
展
示
も
、

関
係
者
の
努
力
で
、
ギ
ャ
ラ
リ

ー
ト
ー
ク
と
の
関
連
も
あ
り
、

工
夫
さ
れ
、
鑑
賞
者
か
ら
も
好

評
で
し
た
。

　

災
害
地
支
援
の
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
展
も
四
部
会
員
の
ご
協
力
で

作
品
数
も
増
え
ま
し
た
。
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

宮
城
県
の
子
供
達
の
作
品
も

派
遣
理
事
の
指
導
で
、
飾
れ
た

こ
と
も
大
変
よ
か
っ
た
で
す
。

　

来
年
の
第
１
０
０
回
記
念
展

に
向
け
て
の
準
備
に
遺
漏
な
き

よ
う
只
今
か
ら
心
し
て
始
め
ま

し
ょ
う
。

　

最
後
に
、
陰
に
陽
に
会
を
支

え
て
い
る
事
務
局
、
そ
れ
ぞ
れ

の
担
当
者
に
感
謝
致
し
ま
す
。

二
科
99
回
展
に

よ
せ
て

田
中
　
良

第99回
二科展開催 1968年　第53回二科展・明治百年記念回顧展を同時開催。入場券：東郷青児
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絵画部会員　審査室にて
　

来
年
は
、
い
よ
い
よ
１
０
０

回
展
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
公
募
団
体
の
草
分
け
と

し
て
、
官
展
か
ら
独
立
し
た
の

が
二
科
会
で
、
今
日
ま
で
の
間

日
本
の
洋
画
壇
の
歴
史
を
築
い

て
き
た
多
く
の
注
目
作
家
を
輩

出
し
て
き
た
事
は
二
科
会
の
大

な
誇
り
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
99
回
展
は
多
く

の
入
場
者
を
迎
え
華
や
か
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
入

る
と
、
な
に
か
気
持
ち
の
良
い

清
涼
感
を
感
じ
ま
し
た
。
こ
の

事
は
、
会
員
作
家
の
作
品
に
大

作
が
多
く
見
ら
れ
た
事
、
２

階
、
３
階
の
二
段
が
け
作
品
を

部
屋
の
中
心
に
展
示
し
空
間
を

持
た
せ
た
事
、
全
体
の
色
調
が

少
し
明
る
く
な
っ
た
事
か
ら
来

る
も
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

し
た
。
会
員
作
家
の
大
作
志
向

は
、
１
０
０
回
展
へ
向
け
て
の

静
か
な
意
気
込
み
を
強
く
感
じ

ま
し
た
。

　

審
査
に
あ
た
っ
て
は
、
昨
年
同

様
２
点
入
選
を
出
来
る
だ
け
出

す
事
、
ア
ン
ダ
ー
35
の
作
品
充
実

を
目
標
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
一
般
出
品
者
の
中

に
、
優
れ
た
見
る
べ
き
作
品

が
多
く
あ
り
、
二
科
賞
、
パ
リ

賞
、
損
保
ジ
ャ
パ
ン
日
本
興
亜

美
術
財
団
賞
、
上
野
の
森
美
術

館
奨
励
賞
の
大
き
な
賞
が
全
て

こ
こ
か
ら
出
た
事
、
そ
し
て
、

そ
の
中
の
２
つ
の
賞
は
、
昨
年

同
様
に
ア
ン
ダ
ー
35
か
ら
で
あ

り
ま
し
た
。

　

特
に
最
近
、
ア
ン
ダ
ー
35
の

出
品
者
が
、
徐
々
に
で
は
あ

り
ま
す
が
増
え
て
来
て
い
る
事

は
、
二
科
会
を
含
め
た
公
募
団

体
に
於
け
る
悩
み
の
一
つ
で
あ

る
高
齢
化
現
象
の
歯
止
め
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
出
来

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

事
は
、
早
く
か
ら
本
会
が
取
り

組
ん
で
き
た
若
い
作
家
に
対
し

て
の
対
策
が
、
徐
々
に
で
は
あ

り
ま
す
が
浸
透
し
て
き
た
結
果

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

会
友
作
家
に
つ
い
て
は
、
前

述
か
ら
受
け
る
印
象
は
、
力
作

が
少
な
か
っ
た
様
に
思
い
が
ち

で
す
が
、
２
点
入
選
も
多
く
、

昨
年
よ
り
も
会
員
推
挙
も
増

し
、
充
実
し
た
作
品
が
見
ら
れ

た
事
は
事
実
で
あ
り
ま
す
。

　

若
手
作
家
、
会
友
の
中
堅
作

家
の
ガ
ン
バ
リ
は
１
０
０
回
展

以
降
の
展
望
が
少
し
開
け
て
き

た
感
が
あ
り
、
大
変
頼
も
し
い

印
象
を
感
じ
ま
し
た
。

　
絵
画
部
　
総
評

　
若
手
の
台
頭
を
感
じ
る
99
回
展
　
　
黒
川 

彰
夫
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私
は
線
が
好
き
で
す
。
た
っ

た
一
本
の
線
で
、
絵
が
生
き
生

き
と
動
き
始
め
る
瞬
間
は
、
何

よ
り
も
心
が
躍
り
ま
す
。
そ
し

て
い
つ
か
、
美
術
館
の
空
気
を

動
か
す
よ
う
な
絵
を
描
き
た
い

で
す
。第

80
回
　

記
念
賞
／
第
84
回
　

二
科
賞

第
85
回
　

会
友
推
挙
／
第
87
回
　

会
友
賞 

第
96
回
　

パ
リ
賞
／
第
99
回
　

会
員
推
挙

　

日
々
の
生
活
の
中
で
、
形
あ

る
も
の
を
描
く
の
で
は
な
く
、

石橋	国夫

　

東
日
本
大
震
災
で
犠
牲
に
な

っ
た
方
々
の
鎮
魂
と
被
災
地
や

多
く
の
方
が
早
く
復
旧
・
復
興

す
る
こ
と
を
願
い
制
作
し
ま
し

た
。
思
い
を
感
じ
取
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

第
82
回
　

特
選
／
第
84
回
　

会
友
推
挙

第
87
回
　

会
友
賞
／
第
99
回
　

会
員
推
挙

　

無
限
の
宇
宙
の
中
、
す
べ
て

の
も
の
た
ち
は
、
生
を
受
け
死

を
迎
え
る
。
心
は
常
に
揺
れ
動

く
。
あ
り
の
ま
ま
を
受
け
止
め

思
い
描
い
た
景
色
に
出
会
う
瞬

間
の
奇
跡
を
信
じ
て
ゆ
き
た
い
。

第
76
回
　

特
選
／
第
79
回
　

会
友
推
挙

第
89
回
　

会
友
賞
／
第
99
回
　

会
員
推
挙

　

芸
術
の
広
い
領
域
の
中
で
絵

画
を
通
し
、
形
、
色
、
空
間
の

豊
か
さ
を
画
面
に
捉
え
よ
う
と

試
行
錯
誤
中
で
す
。
実
体
と
空

間
と
の
絵
画
的
融
合
を
表
現
し

よ
う
と
模
索
が
続
い
て
い
ま
す
。

第
82
回
　

特
選
／
第
85
回
　

会
友
推
挙

第
89
回
　

会
友
賞
／
第
99
回
　

会
員
推
挙

会
員
に
な
っ
て
　
─
制
作
の
視
点

見
え
な
い
け
れ
ど
、
心
に
響
く

感
動
を
画
面
に
定
着
し
た
い
。

生
命
の
力
強
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

伝
わ
れ
ば
と
思
う
。

第
81
回
　

特
選
／
第
83
回
　

会
友
推
挙

第
88
回
　

会
友
賞
／
第
99
回
　

会
員
推
挙

　

私
の
中
に
あ
る
心
象
風
景
を

リ
ア
ル
に
表
現
す
る
こ
と
に
努

め
ま
し
た
。
画
題
の
「
蜃
気
楼
」

は
私
の
心
象
風
景
を
キ
ャ
ン
バ

ス
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と

で
す
。第

68
回
　

上
野
の
森
美
術
館
奨
励
賞

第
76
回
　

会
友
推
挙
／
第
84
回
　

会
友
賞

第
99
回
　

会
員
推
挙

た
港
町
の
懐
か
し
い
記
憶
が
テ

ー
マ
。
記
憶
か
ら
呼
び
さ
ま
さ

れ
る
時
間
や
空
間
の
距
離
感
や
、

皮
膚
感
覚
を
、
視
覚
的
な
言
葉

に
置
き
換
え
構
成
し
ま
し
た
。

第
81
回
　

特
選
／
第
83
回
　

会
友
推
挙

第
90
回
　

会
友
賞
／
第
99
回
　

会
員
推
挙

有泉　學

鈴木	章司

北村	美佳 及川	英之

高畑　彰髙松	良幸

石倉	妙子

ナカムラ	延馬渕	寿子

,"0ɾIJUP　༗ઘ　ላ͖ͭ͵΋ͷͨͪ΁ 　̎ੴ૔�ົࢠੜ໋ͷνΧϥᶗ　ੴࠃ�ڮ෉فΓ����　ٴ઒�ӳ೭ԕ͍೔ᶙ　ߴാ　জ

ࢠഅᔹ�ण　׆ੜɾ෮࠶ ग़ѭ͍　φΧϜϥ　Ԇ ޾দ�ྑ∁　ڮΔ͔͔ʹߓ Ψϥεͷ᥮ؾ࿖　ླ໦�ষ࢘ 駐輪場にて─２　北村 美佳

　

重
層
化
し
た
思
念
を
持
つ
、

時
間
と
透
明
性
を
テ
ー
マ
に
描
い

て
い
ま
す
。
時
空
を
超
え
た
イ

メ
ー
ジ
の
重
な
り
が
、
気
ま
ま

に
生
み
出
す
詩
情
性
を
求
め
て
、

日
々
試
行
錯
誤
の
連
続
で
す
。

第
79
回
　

特
選
／
第
81
回
　

会
友
推
挙

第
84
回
　

会
友
賞
／
第
99
回
　

会
員
推
挙

　

街
の
記
憶
、
特
に
住
み
慣
れ

　

キ
ャ
ン
バ
ス
を
右
や
左
に
回

し
た
り
、
逆
さ
に
し
た
り
。
絵

と
の
に
ら
め
っ
こ
、
対
話
が
始

ま
り
、
ス
ト
ー
リ
ー
が
生
ま
れ

る
。
恋
ひ
と
つ
を
追
い
か
け
て

完
成
…
。
そ
し
て
、
反
省
…
。

第
94
回
　

特
選
／
第
95
回
　

会
友
推
挙

第
96
回
　

会
友
賞
／
第
99
回
　

会
員
推
挙

　

永
年
心
の
情
景
を
描
い
て
参

り
ま
し
た
。
特
に「
東
日
本
大
震

災
」は
衝
撃
的
で
、
地
球
の
悲
鳴

や
嘆
き
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ

ま
し
た
。
文
化
や
生
命
を
何
と

か
繋
げ
ら
れ
れ
ば
と
願
う
。

第
60
回
　

特
選
／
第
84
回
　

会
友
推
挙

第
86
回
　

会
友
賞
／
第
99
回
　

会
員
推
挙
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内
閣
総
理
大
臣
賞

横
前
秀
幸

朽
ち
果
て
ゆ
く
美
し
さ
─
再

生
し
て
く
る
い
と
お
し
さ
を
常

に
感
ず
る
山
を
背
負
う
制
作
場

で
、
山
道
の
水
溜
り
に
写
る
未

知
と
無
限
と
分
子
と
原
子
の
宇

宙
観
が
そ
こ
に
浮
か
ん
で
い
ま

し
た
。
宇
宙
と
の
境
界
線
に
踏

み
と
ど
ま
る
私
の
人
生
の
一
瞬

も
加
え
、
詩
的
経
験
を
大
切
に

生
か
し
て
描
き
ま
し
た
。

東
京
都
知
事
賞

加
覧
裕
子

油
絵
の
具
と
キ
ャ
ン
バ
ス

と
い
う
ア
ナ
ロ
グ
な
物
質
を

ツ
ー
ル
に
、
少
し
ず
つ
丹
念

に
塗
り
重
ね
る
作
業
を
繰
り

返
し
、
い
つ
か
そ
の
物
質
が

「
光
」
を
発
す
る
時
を
忍
耐
強

く
待
っ
て
い
る
。
そ
の
作
業

は
多
大
な
根
気
と
集
中
を
要

し
ま
す
が
、
そ
の
工
程
で
遭

遇
す
る
発
見
は
や
は
り
魅
力

的
で
、
こ
れ
迄
の
自
分
を
導

い
て
く
れ
ま
す
。

第
99
回
二
科
展
　

受
賞
者

受賞作品─制作の視点

（
絵
画
部
）

二
科
賞

村

山

成

夫
（
新
潟
）

パ
リ
賞

吉

田

紗

知
（
千
葉
）

損
保
ジ
ャ
パ
ン
日
本
興
亜

美
術
財
団
賞

今

村

惠
利
子
（
熊
本
）

上
野
の
森
美
術
館
奨
励
賞

髙

木
　
　
　
陽
（
東
京
）

会
員
賞

井

上

裕

義
（
大
阪
）

関

口

成

夫
（
群
馬
）

藤

田

由

明
（
新
潟
）

吉

沢

智

大
（
群
馬
）

会
友
賞

浦

上

光

喜
（
熊
本
）

遠

藤

つ
る
え
（
千
葉
）

小

野

由
紀
子
（
福
岡
）

熊

田

奈
穂
子
（
千
葉
）

さ
と
う

の
り
こ
（
神
奈
川
）

田

辺

幸

子
（
新
潟
）

鶴

田

英

輝
（
福
岡
）

古

谷

和

子
（
神
奈
川
）

三

宅

敦

子
（
岐
阜
）

邑

井

吉

治
（
石
川
）

特
選

石

井

英

司
（
福
島
）

伊

藤

真
理
子
（
岩
手
）

大

槻
　
　
　
薫
（
茨
城
）

奥

山

嘉

男
（
三
重
）

小

出

明

美
（
岐
阜
）

斎

藤

孝

恵
（
神
奈
川
）

田

村

忠

男
（
新
潟
）

辻

田

悦

子
（
三
重
）

土

屋

真
理
子
（
愛
知
）

中

島

幸

恵
（
茨
城
）

名

木

美

貴
（
東
京
）

三
津
川

好

則
（
滋
賀
）

宮

井

啓

江
（
長
野
）

矢

島

和

子
（
神
奈
川
）

柳

澤

綾

子
（
京
都
）

山

田

佳

子
（
愛
知
）

山

田

雅

子
（
岐
阜
）

柳
　
　
　
賢

淑
（
千
葉
）

渡

邊

恵

子
（
神
奈
川
）

新
人
奨
励
賞

島

崎

紗

椰
（
京
都
）

鳥

居

裕

太
（
愛
知
）

野

上

さ
や
か
（
東
京
）

長
谷
川

晴

香
（
京
都
）

森

川

泰

光
（
東
京
）

会
員
推
挙

有

泉
　
　
　
學
（
東
京
）

石

倉

妙

子
（
静
岡
）

石

橋

国

夫
（
滋
賀
）

及

川

英

之
（
宮
城
）

北

村

美

佳
（
滋
賀
）

鈴

木

章

司
（
愛
知
）

高

畑
　
　
　
彰
（
大
阪
）

髙

松

良

幸
（
広
島
）

ナ
カ
ム
ラ
　
　
延
（
千
葉
）

馬

渕

寿

子
（
神
奈
川
）

会
友
推
挙

上

石

直

美
（
福
島
）

吾

田

弘

子
（
神
奈
川
）

加

藤

光

子
（
大
分
）

金

折

文

男
（
広
島
）

岸

ユ
キ（
富
巳
）（
東
京
）

草

間

俊

雄
（
長
崎
）

菅

原
　
　
　
靖
（
東
京
）

鈴

木

真
木
子
（
茨
城
）

髙

木
　
　
　
陽
（
東
京
）

田

中

正

子
（
京
都
）

津

田

佐
千
子
（
石
川
）

富

秋

和

子
（
神
奈
川
）

中

井

美

甫
（
三
重
）

野

平

智

広
（
鹿
児
島
）

蜂
須
賀

和

子
（
愛
知
）

堀

谷

莉

恵
（
熊
本
）

村

山

成

夫
（
新
潟
）

安

坂

伸

司
（
東
京
）

山

下

泰

弘
（
千
葉
）

吉

田

紗

知
（
千
葉
）

渡

邉

仁

美
（
神
奈
川
）

（
彫
刻
部
）

二
科
賞

該
当
者
な
し

ロ
ー
マ
賞

安

田

明

長
（
東
京
）

彫
刻
の
森
美
術
館
奨
励
賞

稲

葉
　
　
　
朗
（
東
京
）

会
員
賞

佐
々
木
　
　
　
至
（
神
奈
川
）

信

時
　
　
　
茂
（
東
京
）

会
友
賞

漆

山

昌

志
（
新
潟
）

特
選

古

森

清
五
郎
（
新
潟
）

篠

木

玲

子
（
埼
玉
）

長
谷
川
　
　
　
聡
（
神
奈
川
）

吉

田

朋

世
（
奈
良
）

新
人
奨
励
賞

浜

田

修

子
（
東
京
）

与

島
　
　
　
雪
（
富
山
）

会
員
推
挙

池

田

嘉

文
（
東
京
）

宇

野
　
　
　
務
（
神
奈
川
）

多
羅
間

拓
　
　
　
拓
　
　
　
也
（
京
都
）

長
谷
川

俊

廣
（
愛
知
）

会
友
推
挙

大

場

敏

弘
（
長
野
）

角

谷

豊

明
（
新
潟
）

藤

岡

浩

二
（
香
川
）

細

田

愛
由
美
（
島
根
）

吉

田

朋

世
（
奈
良
）

吉

野

ヨ
シ
子
（
千
葉
）

内
閣
総
理
大
臣
賞
　
　
横

前

秀

幸
（
長
野
）

文
部
科
学
大
臣
賞
　
　
津

田

裕

子
（
東
京
）

東
　

京
　

都
　

知
　

事
　

賞
　
　
加

覧

裕

子
（
東
京
）
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ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を

終
え
て

中
原	

史
雄

　

こ
こ
数
年
、
少
し
ず
つ
若

い
作
家
が
眼
に
つ
く
よ
う
に

な
り
、
展
示
会
場
に
新
風
を

感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今

年
は
、
色
を
カ
ー
マ
イ
ン
に

限
定
し
異
質
の
風
景
を
創

っ
た
髙
木
陽
「
赤
い
丘
─
終

焉
─
」、
大
胆
な
マ
チ
エ
ー

ル
と
空
間
表
現
で
吉
田
紗
知

「
白
日
」
が
、
昨
年
の
篠
原
涼

子
、
山
岡
明
日
香
に
続
き
躍

動
し
た
。
Ｕ
35
室
の
効
果
も

感
じ
ら
れ
、
会
と
し
て
明
る

い
材
料
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
他
の
面
か
ら
み

る
と
重
要
な
の
は
、
長
い
間

描
き
続
け
て
い
る
多
く
の
人

広
い
壁
面
で
他
の
作
品
に

埋
没
せ
ず
、
存
在
感
を
示

す
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
。
語
っ
た
私
見
の
一
端

を
並
べ
る
と
、
①
構
想
を

具
現
化
す
る
時
、
遠
近
法

や
明
暗
の
自
縛
を
解
い
て
、

画
面
の
遠
近
大
小
は
「
心

の
遠
近
」
で
描
い
て
い
く
。

②
鮮
明
な
色
で
も
濁
色
で

も
美
し
さ
が
大
切
、
絵
具

は
パ
レ
ッ
ト
上
で
し
っ
か

り
混
色
し
て
か
ら
描
く
。

③
つ
い
想
い
が
溢
れ
、
あ

れ
も
こ
れ
も
と
描
い
て
し

ま
っ
て
、
何
を
言
い
た
い

の
か
わ
か
ら
な
い
作
品
に
。

④
一
番
大
事
な
の
は
、
柔

軟
に
考
え
る
こ
と
、
芸
術

表
現
は
、「
整
理
よ
り
混

沌
」だ
と
知
る
こ
と
。

た
ち
の
奮
起
で
、
そ
れ
な
く

し
て
明
日
の
二
科
会
は
な
い

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

そ
う
し
た
中
で
、
ハ
ス
を
自

分
の
造
形
に
引
き
込
み
、
緻

密
に
描
い
た
村
山
成
夫
「
色

は
に
ほ
へ
ど
（
舞
）
」、
モ
ノ

ク
ロ
ー
ム
で
樹
皮
の
形
を
執

拗
に
捉
え
た
今
村
惠
利
子

「
此
処
か
ら
」
が
積
み
重
ね
た

視
点
と
表
現
を
見
事
に
描
出

し
受
賞
し
た
。

　

改
め
て
会
場
を
見
る
と
、

他
に
も
あ
と
一
歩
と
い
う
作

品
が
何
点
も
目
に
留
ま
っ
た
。

１
０
０
回
展
に
期
待
し
た
い
。

　

今
年
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト

ー
ク
は
、
公
募
展
に
出
品

す
る
ハ
ウ
・
ツ
ー
が
メ
イ

ン
テ
ー
マ
。
絵
画
の
展
示

総
数
１
１
７
４
点
。
そ
の

新人奨励賞　8BMM　'��
໺্�͞΍͔

新人奨励賞　ᗞອͷເ　'���
島࡚�ࣿᒀ

新人奨励賞　+BQBOFTF�)BQQZ�0HSF
'���　　ௗډ�༟ଠ

新人奨励賞　͜͜ʹ͍Δ　'��
௕୩઒�੖߳

新人奨励賞　ਫ৭ͷఉʢ8BMU[ʣ　'���
৿઒�ହޫ
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伊
藤
真
理
子

明
る
い
宇
宙
に
舞
い
降
り
て
く

る
女
人
が
素
直
な
表
現
で
素
晴
ら

し
い
。
黒
い
闇
の
世
界
が
左
か
ら

右
へ
も
移
り
力
強
い
構
成
に
な
っ

て
魅
力
的
で
あ
る
。
遊
び
心
の
充

満
す
る
色
彩
の
乱
舞
が
、
観
る
人

を
遠
い
世
界
へ
案
内
す
る
不
思
議

な
強
さ
を
持
っ
て
い
る
。

（
大
隈
武
夫
）

ҏ౻�ਅཧࢠ　ʮࢆͱҋͱ ̖ʯ
'���

斎
藤
孝
恵

演
奏
す
る
楽
師
が
モ
チ
ー
フ

で
、
Ｖ
字
形
構
図
に
よ
っ
て
、
動

き
と
時
間
を
呼
び
込
ん
で
、
色
彩

の
配
置
が
効
果
的
で
、
好
感
の
持

て
る
作
品
だ
。
欲
を
言
え
ば
、
画

面
に
散
ら
し
た
箔
の
様
な
も
の
の

扱
い
に
も
う
ひ
と
工
夫
欲
し
い
と

こ
ろ
で
あ
る
。

（
松
室
重
親
）

奥
山
嘉
男

丘
の
斜
面
に
建
ち
並
ぶ
白
亜
の

建
物
風
景
で
あ
る
が
、
地
形
の
特

徴
を
生
か
し
て
の
建
物
の
垂
直
と

坂
道
の
斜
が
強
固
な
画
面
構
成
に

な
っ
て
い
て
、
ブ
ル
ー
グ
レ
ー
の
色

調
の
中
で
白
が
美
し
い
。
風
景
の

中
で
の
生
活
感
や
、
人
の
気
配
の

表
現
に
も
挑
戦
し
て
欲
し
い
。

（
西

健
吉
）

ੴҪ�ӳ࢘ʮ่Εͨ҆શਆ࿩ᶙʯ '���

Ԟࢁ�Յஉ　ʮϚςʔϥʢᶞʣΠλϦΞʯ
���'　ʮ֗֯ʯ　ܙ޹�౻ࡈ��4

খग़�໌ඒ　ʮసੜʢ�ʣʯ　'���

େ௬　܆　ʮ.ÉUPSP�����ʯ　'���

石
井
英
司

青
い
重
機
が
赤
い
建
物
か
船
等

の
残
骸
を
力
強
く
支
え
て
い
る
。

画
面
の
半
分
は
破
壊
さ
れ
た
闇
の

世
界
か
。
中
心
の
青
い
重
機
は
明

る
い
空
間
と
共
に
明
日
へ
の
希
望

を
表
現
し
て
今
に
も
動
き
出
そ
う

と
し
て
い
る
。
重
厚
で
力
強
く
心

に
残
る
。

（
大
隈
武
夫
）

大
槻

薫

電
車
の
中
の
広
告
、
座
席
の

人
、
つ
り
か
わ
、
座
席
も
混
ん

で
は
な
く
人
が
少
な
く
ほ
っ
と
す

る
。
電
車
の
屋
根
、
座
席
、
窓
の

色
と
床
の
対
比
が
見
る
人
を
ひ
き

つ
け
る
。
た
だ
の
遠
近
法
で
は
な

く
素
朴
な
描
き
方
、
こ
れ
か
ら
の

展
開
が
楽
し
み
で
あ
る
。

（
大
隈
武
夫
）

小
出
明
美

人
間
の
内
面
に
潜
む
生
命
体
の

う
ご
め
き
を
感
じ
る
。
豊
か
な
色

彩
と
抽
象
的
フ
ォ
ル
ム
の
画
面
構

成
で
独
特
の
イ
メ
ー
ジ
の
世
界
を

展
開
し
て
い
る
が
、
中
央
の
魚
に

似
た
物
体
に
は
異
様
な
感
じ
が
残

る
。

（
西

健
吉
）

特選作品寸評
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特選作品寸評
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田
村
忠
男

街
の
建
物
を
、
画
面
の
上
部
と

下
位
に
手
際
よ
く
配
置
し
、
中
央

の
大
き
な
空
間
を
、
崖
と
も
壁
と

も
見
え
る
ホ
ワ
イ
ト
で
明
る
く
、

清
潔
な
作
品
に
な
っ
た
。
今
後
の

仕
事
と
し
て
は
、
よ
く
構
図
を
練

り
、
こ
の
持
ち
味
を
生
か
し
た
、

作
品
を
楽
し
み
に
し
た
い
。

（
松
室
重
親
）

辻
田
悦
子

重
量
感
の
あ
る
大
振
り
な
構
図

と
、
し
っ
か
り
し
た
絵
具
の
付
き

が
、
作
品
の
魅
力
と
な
っ
て
い

る
。
今
後
は
、
此
の
魅
力
を
失
わ

ず
、
絵
の
中
に
ハ
ー
モ
ニ
ー
と
ト

ー
ン
を
配
慮
し
乍
ら
、
モ
チ
ー
フ

が
変
わ
っ
て
も
良
い
作
品
を
描
い

て
欲
し
い
。

（
松
室
重
親
）

中
島
幸
恵

英
字
新
聞
、
布
、
文
字
の
凹

凸
を
大
胆
に
構
成
し
て
素
晴
ら

し
い
。
色
面
の
組
み
合
わ
せ
も
力

と
勢
い
が
あ
る
。
筆
力
の
あ
る
色

の
重
な
り
と
強
弱
が
成
功
し
て
い

る
。
構
成
力
に
す
ぐ
れ
た
作
品

で
、
今
後
に
大
い
に
期
待
し
た
い
。

（
大
隈
武
夫
）

土
屋
真
理
子

こ
の
画
で
は
多
少
窮
屈
な
面
が

あ
る
が
、
都
会
の
ビ
ル
を
モ
チ
ー

フ
に
重
層
的
な
構
図
と
単
純
な
色

彩
で
、
あ
る
イ
メ
ー
ジ
を
創
り
出

す
こ
と
に
は
一
応
成
功
し
て
い
る

が
、
こ
の
画
面
に
、
何
か
謎
め
い

た
も
の
が
あ
る
と
又
、
別
の
世
界

が
現
れ
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

（
松
室
重
親
）

名
木
美
貴

少
し
抑
え
た
陰
影
が
、
夏
の

名
残
を
感
じ
さ
せ
る
。
点
描
も

使
い
、
マ
チ
エ
ー
ル
も
工
夫
し
た

丁
寧
な
描
き
込
み
は
好
感
が
持
て

る
。
力
強
い
樹
と
遠
景
の
街
の
コ

ン
ト
ラ
ス
ト
も
良
く
、
構
図
も
確

か
で
あ
る
。
何
気
な
い
日
常
の
一

コ
マ
を
描
い
て
い
る
よ
う
で
、
背

景
に
あ
る
作
者
の
思
考
が
伝
わ
っ

て
く
る
。

（
中
原
史
雄
）

௰ా�ӻࢠ ʮ೤৘ͱྫྷ੩ͷは͟まʹᶘʯ
'���

౔԰�ਅཧࢠ　ʮ֗ᶄʯ　'���

三
津
川
好
則

人
間
を
感
じ
さ
せ
る
フ
ォ
ル
ム

が
、
浮
か
び
上
が
る
ユ
ー
モ
ラ
ス

な
表
現
で
あ
る
。
ゆ
ら
ゆ
ら
と
動

い
て
定
ま
ら
な
い
心
象
の
具
現
化

だ
ろ
う
か
。
複
雑
な
マ
チ
エ
ー
ル
、

明
度
差
を
抑
え
た
微
妙
な
色
彩
、

や
や
イ
ン
パ
ク
ト
の
弱
さ
を
感
じ

さ
せ
る
が
、
そ
れ
が
特
徴
で
も
あ

る
よ
う
だ
。
展
開
が
期
待
で
き
る
。

（
中
原
史
雄
）

த島ܙ޾�　ʮίϯϙδγϣϯᶘʯ
　'���

໊໦�ඒو ʮय़ͷޚԓɾະདྷݬ૝ʯ
　'���

���'　ଇ　ʮͨΏͨ͏ʯ޷�௡઒ࡾ
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山
田
佳
子

ト
ル
ソ
に
似
た
大
き
な
形
が
暗

い
空
間
の
中
で
生
き
て
い
る
。
レ

リ
ー
フ
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
厚
塗

り
で
、
茶
系
の
色
調
が
人
間
味
豊

か
な
温
か
い
情
感
を
伝
え
て
く
れ

る
。
コ
ラ
ー
ジ
ュ
の
部
分
も
あ
る

が
、
効
果
に
つ
い
て
は
工
夫
し
て

欲
し
い
。

（
西

健
吉
）

柳

賢
淑

題
名
か
ら
み
る
と
、
天
国
か
楽

園
の
心
象
風
景
と
も
見
え
る
が
、

色
彩
と
マ
チ
エ
ー
ル
が
交
錯
し

て
、
作
者
の
記
憶
と
連
想
が
、
絵

画
表
現
と
し
て
成
功
し
た
結
果
と

思
わ
れ
る
が
、
今
後
も
制
作
を
続

け
て
、
新
し
い
発
展
を
期
待
し
た

い
。

（
松
室
重
親
）

山
田
雅
子

朽
ち
た
古
木
の
表
現
を
画
面
一

杯
に
構
成
し
た
作
品
。
丹
念
な
描

き
込
み
と
ス
ク
ラ
ッ
チ
に
よ
り
、

古
木
に
生
命
を
与
え
美
し
く
再
生

を
願
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
わ

ず
か
な
黒
い
空
間
が
画
面
を
引
き

締
め
て
効
果
的
で
あ
る
が
、
形
の

切
れ
る
所
を
大
切
に
し
た
い
。

（
西

健
吉
）

渡
邊
恵
子

キ
ャ
ン
バ
ス
の
外
へ
は
み
出
す

真
っ
赤
な
大
き
い
顔
、
歌
舞
伎
の

遊
侠
者
で
あ
る
助
六
を
描
く
。
眼

の
中
に
映
っ
た
見
得
を
切
る
役
者

は
団
十
郎
だ
ろ
う
か
。
単
純
な
形

態
、
明
快
な
色
、
そ
し
て
、
大
胆

な
構
成
は
周
囲
を
圧
す
る
イ
ン
パ

ク
ト
が
あ
る
。
画
面
右
下
の
黒
っ

ぽ
い
シ
ル
エ
ッ
ト
は
一
工
夫
あ
っ

て
い
い
。

（
中
原
史
雄
）
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矢
島
和
子

組
み
合
わ
せ
た
人
体
に
、
心
の

象
を
投
影
さ
せ
な
が
ら
描
い
て
い

る
よ
う
だ
。
形
に
縛
ら
れ
な
い
自

由
な
色
の
リ
ズ
ム
は
、
軽
や
か
で

心
地
い
い
。
重
心
を
画
面
上
部
に

置
き
、
背
景
を
暗
く
す
る
こ
と

で
、
拡
が
り
の
あ
る
表
現
に
繋
が

る
と
と
も
に
、
訴
求
力
も
強
め
て

い
る
。
色
と
形
が
響
き
合
う
作
品

で
あ
る
。

（
中
原
史
雄
）

宮
井
啓
江

裸
婦
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
抽
象

的
フ
ォ
ル
ム
が
伸
び
や
か
に
描
か
れ

て
い
て
濃
い
ブ
ル
ー
や
赤
が
白
系

の
色
調
の
中
で
効
果
的
で
美
し
い
。

色
彩
セ
ン
ス
の
良
さ
が
窺
え
る
が

具
体
的
な
小
さ
な
形
に
も
工
夫
を

凝
ら
し
た
い
。

（
西

健
吉
）

໼島�࿨ࢠ ʮ৺ͷ͖ڹᴷ̏ʯ '���

柳
澤
綾
子

放
射
状
に
拡
が
る
幾
何
形
体
の

複
雑
な
律
動
は
、
作
者
の
ポ
ジ
テ

ィ
ブ
な
思
考
の
具
現
化
を
感
じ
さ

せ
る
。
黄
色
を
中
心
に
色
を
限
定

し
て
い
る
の
が
、
形
の
リ
ズ
ム
を

際
立
た
せ
る
効
果
を
生
ん
で
い

る
。
ど
こ
か
ク
ー
ル
な
視
点
と
表

現
に
独
自
性
が
あ
る
。
よ
り
密
度

の
あ
る
表
現
を
期
待
し
て
い
る
。

（
中
原
史
雄
）

特選作品寸評
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第
99
回
二
科
展
が
９
月
３
日

か
ら
15
日
に
亘
り
、
国
立
新
美

術
館
に
お
い
て
例
年
通
り
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
一
般
の
出
品
状

況
は
近
年
下
降
線
を
辿
り
、
運

営
に
携
る
会
員
の
間
に
は
危
機

意
識
が
あ
り
ま
す
。
が
、
会

友
・
会
員
の
出
品
意
識
は
高

く
、
彫
刻
会
場
の
印
象
は
、
活

気
に
満
ち
た
雰
囲
気
を
醸
し
出

し
、
多
く
の
鑑
賞
者
に
楽
し
い

時
を
持
っ
て
い
た
だ
い
た
と
思

い
ま
す
。

　

来
年
の
一
〇
〇
回
展
に
向
け

て
、
彫
刻
展
示
室
の
一
〇
〇
㎡

を
拠
出
し
、
昨
年
は
岡
本
太
郎

特
別
展
示
、
本
年
は
東
郷
青
児

特
別
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

　

東
郷
青
児
特
別
展
示
に
は
、

パ
リ
で
キ
ュ
ー
ヴ
ィ
ズ
ム
の
影

響
を
間
近
に
受
け
た
作
品
も
展

示
さ
れ
、
二
科
の
百
年
と
重
な

り
、
考
え
深
い
も
の
が
有
り
ま

し
た
。
二
つ
の
ブ
ロ
ン
ズ
彫
刻

も
中
心
に
設
置
さ
れ
、
最
晩
年

に
近
い
作
品
で
あ
り
ま
す
が
、

構
成
力
、
力
感
、
デ
テ
ー
ル
に

至
る
ま
で
、
表
現
意
欲
の
高

さ
、
制
作
姿
勢
に
感
服
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　

キ
ュ
ー
ヴ
ィ
ズ
ム
と
ロ
シ
ア

構
成
主
義
、
イ
タ
リ
ア
未
来
派

な
ど
二
十
世
紀
初
頭
の
芸
術
運

動
の
影
響
は
、
二
科
会
彫
刻
部

の
歴
史
と
、
現
在
の
出
品
作
品

の
素
材
と
表
現
の
多
様
性
に
も

現
わ
れ
、
時
間
軸
と
折
り
重
な

っ
て
進
行
し
て
来
た
様
に
感
じ

ら
れ
ま
す
。

　

二
科
の
多
様
な
表
現
の
個
々

の
作
品
を
活
か
す
べ
く
、
本
年

の
展
示
企
画
委
員
会
も
作
家
の

固
定
位
置
を
決
め
ず
、
各
展
示

室
の
テ
ー
マ
を
決
め
て
、
全
体

展
示
に
有
機
的
導
線
を
作
る
こ

と
を
モ
ッ
ト
ー
に
展
示
を
試
み

ま
し
た
。

　

彫
刻
会
場
を
見
渡
す
と
、
例

年
も
感
ず
る
こ
と
で
は
あ
り
ま

す
が
、
素
材
、
具
象
・
抽
象
を

問
わ
ず
、
泥
臭
く
も
信
念
を
貫

く
制
作
姿
勢
が
見
ら
れ
る
作
品

が
あ
り
、
感
動
を
覚
え
ま
す
。

　

近
年
、
公
募
展
と
し
て
審
査

の
難
し
い
作
品
も
増
え
て
き
ま

し
た
。
表
現
の
自
由
と
二
科
会

の
理
念
を
照
ら
し
考
慮
す
る
こ

と
は
、
彫
刻
部
会
員
の
使
命
で

あ
り
ま
す
。
一
〇
〇
回
展
の
節

目
を
二
科
会
彫
刻
部
の
今
後
の

動
向
を
決
定
す
る
時
期
と
し
て

捉
え
、
こ
の
大
き
な
課
題
に
取

り
組
む
こ
と
が
必
須
の
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　

私
の
制
作
は
群
像
を
作
る
こ

と
で
し
た
。
子
供
の
頃
の
記
憶

の
追
想
や
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー

の
フ
ィ
ギ
ュ
ア
に
心
ひ
か
れ
て
、

と
い
う
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
原

因
か
ら
群
像
に
専
念
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

記
憶
と
の
会
話
、
現
実
と
の

対
面
、
こ
れ
か
ら
も
自
分
ら
し

い
作
品
を
作
っ
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

池田	嘉文

　

制
作
を
続
け
て
い
く
事
の
難

し
さ
を
こ
こ
数
年
感
じ
て
お
り

ま
し
た
。

　

今
回
の
作
品
制
作
を
行
う
事

に
あ
た
っ
て
色
々
考
え
さ
せ
ら

れ
る
事
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。

自
己
を
見
つ
め
て
ど
の
よ
う
に

作
品
と
関
わ
る
の
か
、
課
題
は

多
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

時
間
を
大
切
に
し
て
こ
れ
か

ら
も
作
品
に
取
り
組
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

宇野　務

　

風
は
誰
も
が
感
じ
る
も
の
な

の
に
、
誰
ひ
と
り
風
を
見
た
こ

と
が
な
い
。
希
望
、
祈
り
、
喜

怒
哀
楽
な
ど
に
も
形
が
な
い
。

そ
う
い
っ
た
目
に
見
え
な
い
も

の
の
心
象
を
、
立
体
的
な
形
に

し
た
い
。
目
に
見
え
な
い
も
の

を
語
る
作
品
が
作
れ
る
よ
う

に
、
こ
れ
か
ら
も
材
料
と
格
闘

し
て
、
表
現
力
を
高
め
て
い
き

た
い
。

多羅間	拓也

　

そ
の
日
、
そ
の
時
身
近
で
起

き
た
出
来
事
や
廻
り
の
変
化
を

感
じ
る
ま
ま
に
表
現
し
続
け
て

い
ま
す
。
生
活
習
慣
の
中
で
の

変
化
が
形
と
な
っ
て
表
れ
、
そ

の
形
の
流
れ
を
脳
裏
に
焼
き
つ

け
制
作
す
る
ス
タ
イ
ル
で
毎
日

を
過
ご
し
、
自
分
に
問
い
か
け

る
視
点
で
制
作
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

長谷川	俊廣

　

99
回
展
の
彫
刻
展
示
に
責
任

を
担
っ
た
展
示
企
画
委
員
会
の

会
員
名
を
記
し
て
お
き
ま
す
。

（
二
年
目
）○
登
坂
秀
雄
、
千
本

木
康
亘
、
杉
本
繁
、
前
田
耕

成
、
津
田
裕
子
、
岡
村
謹
史
、

上
田
快
、
日
置
万
里

（
一
年
目
）○
菅
原
二
郎
、
小
林

亮
介
、
西
村
文
男
、
阿
部
鷲

丸
、
宮
澤
光
造
、
嶋
崎
達
哉
、

信
時
茂
、
中
村
淳
子以上

十
八
名
。

会
員
に
な
っ
て
　
─
制
作
の
視
点

　
彫
刻
部
　
総
評

　
信
念
を
つ
ら
ぬ
く
制
作
姿
勢
　
　
登
坂	

秀
雄
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文
部
科
学
大
臣
賞

津
田	

裕
子

　

こ
の
数
年
、
死
と
再
生
を
繰

り
返
す
宇
宙
を
思
い
、
人
体
は

単
に
人
間
の
形
を
し
て
い
る
だ

け
で
は
な
く
、
地
球
や
宇
宙
の

全
て
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
、
そ

ん
な
事
を
思
い
制
作
し
て
い
ま

す
。
既
成
の
美
意
識
を
壊
す
と

こ
ろ
か
ら
、
自
分
の
求
め
る
何

か
が
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
模
索
し
、
新
た
な
具
象
の
世

界
を
生
み
出
し
た
い
と
踠
い
て

い
ま
す
。

会
員
賞

佐
々
木
　
至

　

我
々
は
、
常
に
形
を
意
識
し

て
い
ま
す
が
、
模
様
が
ど
う
表

現
に
関
与
す
る
の
か
、
形
の
認

識
に
影
響
す
る
の
か
、
確
か
め

た
く
制
作
し
ま
し
た
。

　

も
う
少
し
で
も
表
現
と
関
係

の
無
い
部
分
を
無
く
し
た
い
も

の
で
す
。

会
員
賞

信
時
　
茂

　

何
か
を
受
け
止
め
る
か
の
よ

う
に
両
手
を
前
へ
と
伸
ば
し
、

半
歩
、
踏
み
出
し
立
ち
上
が
る

身
体
。
静
か
に
内
側
か
ら
張
り

だ
す
緊
張
感
の
あ
る
カ
タ
チ
を

求
め
て
、
量
を
つ
け
て
は
削
り

取
る
、
そ
し
て
ま
た
つ
け
て
の

繰
り
返
し
。
ひ
と
つ
の
か
た
ち

を
探
す
作
業
は
続
く
。

ձ༑賞　૲ࢁ࣫　ݪ�ণࢤ ձһ賞　നͱࠤ　ࠇʑ໦ࢸ�

漆
山	

昌
志

　

材
質
は
イ
ン
ド
砂
岩
で
、
横
た

わ
っ
て
い
る
女
性
像
。
正
面
か
ら

見
る
と
顔
、
植
物
を
持
つ
手
、
植

物
、
帽
子
と
流
れ
る
よ
う
に
形
が

並
ん
で
い
て
好
感
が
持
て
る
。
背

面
に
回
っ
て
観
る
と
、
は
て
な
と
、

感
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
人
体
解

剖
を
も
っ
と
勉
強
す
れ
ば
さ
ら
に

良
く
な
る
作
品
で
あ
る
。

	

（
市
川 

明
廣
）

受
賞
作
品
寸
評

受
賞
作
品
─
制
作
の
視
点

ロ
ー
マ
賞

安
田	

明
長

　

作
品
の
素
材
は
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
産
の
黒
御
影
石
を
使
用
し

た
。
台
座
と
作
品
は
、
直
径
60

ミ
リ
の
ス
テ
ン
レ
ス
シ
ャ
フ
ト

で
連
結
し
て
い
る
。

　

シ
ン
プ
ル
で
直
截
な
造
形
を

志
向
し
て
制
作
し
て
い
る
。

　

観
る
側
に
饒
舌
に
語
り
か
け

る
の
で
は
な
く
、
直
感
的
に
感

じ
る
も
の
が
あ
れ
ば
嬉
し
い
。
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葉
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足
二
本
が
全
体
の
重
量
を
支
え

て
い
る
。
大
き
な
楠
を
丸
彫
り
に

し
た
大
作
で
あ
る
。

　

エ
ス
キ
ー
ス
の
段
階
で
、
バ
ラ

ン
ス
を
計
算
し
て
か
ら
制
作
に
入

っ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
、
軽
量
化

の
為
、
内
側
を
く
り
ぬ
い
て
あ

る
。
若
い
力
と
、
勢
い
と
、
躍
動

感
を
感
じ
さ
せ
る
作
品
で
あ
る
。

	

（
島
田 

紘
一
呂
）

古
森	

清
五
郎

　

水
平
方
向
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
あ

る
形
と
、
垂
直
に
燃
え
立
つ
よ
う

に
拡
が
っ
て
い
く
形
か
ら
な
っ
て

い
る
。
か
ら
み
合
い
な
が
ら
上
昇

す
る
力
を
感
じ
る
作
品
で
あ
る
。

　

水
平
か
ら
垂
直
へ
の
自
然
な
流

れ
や
、
素
材
の
処
理
の
一
層
の
工

夫
が
あ
れ
ば
、
よ
り
魅
力
が
増
す

と
思
い
ま
す
。	

（
吉
田 

二
郎
）

篠
木	

玲
子

　

風
に
向
か
っ
て
大
地
に
屹
立
す

る
女
性
像
で
あ
る
。
具
象
彫
刻
の

難
解
さ
の
中
で
、
構
成
や
動
勢
、

骨
格
等
よ
く
考
慮
し
つ
つ
内
心
の

世
界
を
探
求
し
て
い
る
。
そ
こ
に

詩
情
が
宿
り
、
作
者
の
息
遣
い
を

感
ず
る
労
作
で
あ
る
。
今
後
の
造

形
へ
の
模
索
は
、
創
造
の
世
界
を

さ
ら
に
深
め
る
事
と
な
り
ま
し
ょ

う
。	

（
日
高 

頼
子
）

吉
田	

朋
世

　

展
示
会
場
の
中
央
あ
た
り
に
凛

と
そ
び
え
る
様
に
存
在
す
る
ブ
ロ

ン
ズ
像
が
あ
る
。
何
メ
ー
ト
ル
も

の
高
さ
が
あ
る
と
言
う
も
の
で
も

無
い
。
作
品
が
非
常
に
強
固
に
存

在
す
る
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
作
者

が
彫
刻
の
在
り
様
を
主
張
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
感
動
を
覚

え
た
の
だ
。
作
者
の
若
く
新
鮮
な

感
覚
が
空
間
に
お
よ
ぼ
し
た
発
露

で
あ
ろ
う
。
今
後
の
制
作
が
楽
し

み
で
あ
る
。	

（
小
田 

信
夫
）

長
谷
川	

聡

　

水
滴
が
し
た
た
る
瞬
間
の
魅
惑

的
な
様
相
を
モ
チ
ー
フ
に
、
廃
棄

さ
れ
る
は
ず
の
机
の
天
板
が
、
新

た
な
命
を
吹
き
込
ま
れ
造
形
へ
と

昇
華
、
再
生
さ
れ
た
。

　

積
層
材
の
も
つ
マ
チ
エ
ー
ル
と

色
彩
が
、
浸
食
さ
れ
た
地
層
の
イ

メ
ー
ジ
と
重
な
り「
瞬
」と「
悠
久
」

を
同
時
に
獲
得
し
て
い
る
。

	

（
小
林 

亮
介
）

浜
田	

修
子

　

清
々
し
く
凛
と
し
た
た
た
ず
ま

い
の
女
性
像
で
す
。
爽
や
か
な
色

調
の
中
に
「
私
は
こ
こ
に
あ
る
」
と

い
う
決
意
を
声
高
に
で
は
な
く
、

語
っ
て
い
る
。
水
の
中
を
た
ゆ
た
う

よ
う
な
足
先
の
動
き
に
作
者
の
深

層
心
理
が
見
え
隠
れ
し
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。	（
二
ノ
宮 

裕
子
）

与
島
　
雪

　

じ
っ
と
た
た
ず
む
少
女
の
足
元

に
寄
り
添
う
猫
も
、
こ
ち
ら
を
見

つ
め
て
い
ま
す
。
思
わ
ず
足
を
止

め
て
し
ま
う
、
愛
ら
し
い
作
品
。

等
身
大
の
楠
丸
太
を
木
取
り
し

て
、
バ
ラ
ン
ス
良
く
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
一
作
毎
に
上
達
し
て
、

表
現
が
よ
り
自
由
に
な
っ
て
き
た

と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
今
後
が
期

待
さ
れ
ま
す
。	

（
安
田 

正
子
）

新人奨励賞　ଘࡏ　඿ా�मࢠ

ಛબ　ԭఱ　ݹ৿�ਗ਼ޒ࿠

ಛબ　ॠ　௕୩઒�૱

ಛબ　๸͑Δ　٢ా�๎ੈ
ூࠁͷ৿ඒज़ؗ奨励賞　$-&"3

Ҵ༿　࿕ಛબ　෩ཱ͕ͭ　ࣰ໦�ྰࢠ

新人奨励賞　はじめまして　与島　雪

受賞作品寸評
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■		作品研究会　９月３日

■		授賞式　９月３日　	国立新美術館３Ｆ講堂

■		懇親会　９月３日　リッツカールトンホテル

■		ナイトミュージアム　９月５日・６日・12日・13日

広報イベント

ご来賓・４部代表、恒例のテープカットで開幕

■		オープニングセレモニー
　		テープカット　９月３日　10：00開場

委嘱審査員・美術評論家
武田 厚氏のご祝辞

ミニコンサート　９月12日　出演：KUKKA 野外展示場ライトアップ

彫刻部　９月７日

横前会員挨拶

■		ギャラリートーク　９月６日・７日・13日・14日

３Ｆ　展示室
恒例の色紙抽選会

２Ｆ　展示室

絵画部　９月６日

絵画部　９月13日

絵画部　９月７日

絵画部　９月14日

99th
2　0　1　4

100th
2　0　1　5

▽

■		プレ100年企画　東郷青児作品展示室
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五
十
年
前
は
つ
い
こ
の
間
の

様
だ
が
、
今
に
な
っ
て
み
る
と

二
科
会
の
起
こ
り
や
二
科
と
い

う
名
称
に
、
ど
う
い
う
い
わ
れ

が
あ
っ
た
か
知
っ
て
い
る
人
は

も
う
少
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

　

二
科
会
の
設
立
は
当
時
の
文

展
の
守
旧
派
が
、
新
し
い
傾
向

の
作
品
を
受
け
入
れ
な
い
た
め

に
、
日
本
画
の
二
科
制
に
倣
っ

て
、
洋
画
の
ほ
う
も
新
旧
二
科

に
分
け
る
運
動
を
起
こ
し
た
の

が
始
ま
り
で
あ
る
。
大
正
２
年

10
月
の
こ
と
で
、
第
７
回
文
展

開
催
中
に
建
議
書
を
出
し
た
。

（
中
略
）

　

し
か
し
こ
れ
は
当
局
の
受
け

入
れ
る
と
こ
ろ
と
は
な
ら
ず
、

建
議
し
た
作
家
を
中
心
に
在
野

団
体
を
結
成
し
、
最
初
の
建
議

案
に
因
ん
だ
二
科
を
会
の
名
称

と
し
た
の
で
あ
る
。（
中
略
）

　

二
科
会
は
こ
う
し
て
進
歩
的

作
家
を
糾
合
し
た
在
野
団
体
と

し
て
発
足
し
、
以
後
の
発
展
の

基
礎
を
築
い
た
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
二
科
会
は
注
目
の
う

ち
に
発
足
し
た
の
で
あ
る
が
、

新
団
体
に
ふ
さ
わ
し
く
有
力
作

家
の
渡
欧
帰
朝
が
相
次
ぎ
、
そ

の
い
ず
れ
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
新
し

い
動
き
と
本
質
を
伝
え
て
、次
々

と
重
要
な
一
石
を
投
げ
か
け
た
。

新
帰
朝
者
の
滞
欧
作
の
特
別
陳

列
は
、
そ
の
都
度
大
き
な
反
響

と
人
気
を
呼
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
二
科
五
十
年
の
歩
み
は
、

新
し
い
美
術
の
開
拓
者
の
歩
み

に
喩
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

う
。
セ
ザ
ン
ヌ
、
ゴ
ッ
ホ
、
ゴ
ー

ギ
ャ
ン
を
一
番
早
く
紹
介
し
、

マ
ヴ
ォ
・
未
来
派
・
シ
ュ
ー
ル
・

キ
ュ
ー
ヴ
な
ど
の
運
動
は
、
外

国
と
呼
応
し
な
が
ら
、
日
本
で

は
二
科
会
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

そ
う
し
た
中
で
も
た
と
え
ば
、

萬
鉄
五
郎
の
ピ
カ
ソ
と
キ
ュ
ー

ヴ
の
身
を
も
っ
て
の
紹
介
に
は

印
象
深
い
も
の
が
あ
っ
た
。
私

の
こ
と
を
言
え
ば
未
来
派
は
私

が
最
初
で
あ
っ
た
。

　

当
時
の
二
科
で
面
白
い
と

思
っ
た
の
は
出
品
作
が
画
家
だ

け
に
限
ら
ず
学
者
・
批
評
家
・

文
学
者
か
ら
も
あ
っ
た
こ
と
だ
。

　

第
99
回
二
科
展
も
盛
況
裡
に

終
了
し
、
い
よ
い
よ
百
周
年
に

向
け
て
本
格
的
な
準
備
の
段
階

に
入
り
ま
し
た
。
吉
野
委
員
長

の
も
と
委
員
会
設
立
以
来
、
会

員
の
金
銭
負
担
を
極
力
減
ら
し

た
手
造
り
の
記
念
展
、
全
員
参

加
、
歴
史
・
現
在
・
こ
れ
か
ら

の
二
科
の
展
望
を
示
す
こ
と
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
て
準
備
を

進
め
て
お
り
ま
す
。
委
員
長
よ

り
総
会
で
東
京
都
美
術
館
・
大

阪
市
立
美
術
館
・
石
橋
美
術
館

を
巡
回
す
る
二
科
百
年
展
や
国

立
新
美
術
館
で
の
第
百
回
記
念

二
科
展
開
催
の
旨
が
報
告
さ
れ

ご
周
知
の
事
と
拝
察
し
ま
す
。

百
年
史
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
も
委
員
長
、

生
方
・
川
内
常
務
理
事
、
彫
刻

部
福
島
編
集
委
員
、
事
務
局
を

軸
に
、
着
々
と
進
ん
で
お
り
ま

す
の
で
ご
期
待
下
さ
い
。

　

岡
本
太
郎
の
果
た
し
た
役
割

や
東
郷
芸
術
の
素
晴
ら
し
さ

を
再
認
識
さ
せ
好
評
を
博
し
た

プ
レ
展
示
に
続
き
、
百
回
展
で

は
更
に
特
別
展
示
コ
ー
ナ
ー
を

広
げ
、
四
部
門
の
歴
史
を
刻
ん

だ
作
家
を
展
示
予
定
で
す
。
新

し
い
価
値
を
創
造
す
る
と
い
う

二
科
会
の
趣
旨
が
百
年
に
渡
り

脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
ア

ー
カ
イ
ブ
だ
け
で
な
く
、
こ
れ

か
ら
の
二
科
が
さ
ら
に
輝
く
こ

　

今
年
の
二
科
展
は
、
色
々
と

考
え
さ
せ
る
展
覧
会
だ
っ
た
。

国
立
新
美
術
館
１
階
の
絵
画
と

彫
刻
と
の
間
に
、
東
郷
青
児
作

品
の
特
別
展
示
室
が
あ
っ
た
。

壁
面
に
飾
ら
れ
た
９
点
の
作
品

の
真
ん
中
に
置
か
れ
た
ブ
ロ
ン

ズ
像「
日
蝕
」。
何
げ
な
く
そ
の

立
体
を
見
て
息
を
の
ん
だ
。
人

体
の
フ
ォ
ル
ム
は
、
内
面
を
抉

り
出
し
た
よ
う
な
厳
し
い
存
在

感
が
あ
っ
て
、
ど
の
角
度
か
ら

見
て
も
空
間
は
、
張
り
詰
め
緊

張
感
が
あ
る
。
か
つ
て
み
た
ジ

ャ
ン
・
フ
ォ
ー
ト
リ
エ
の
生
々

し
い「
人
質
」を
彷
彿
と
さ
せ
る

リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
感
じ
る
。

　

又
初
期
の
作
品「
ラ
ケ
ッ
ト
」

は
、
キ
ュ
ビ
ズ
ム
の
影
響
を
受

け
て
い
る
が
、
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・

ブ
ラ
ッ
ク
が
、
か
の
有
名
な

「
レ
ス
タ
ッ
ク
の
家
」を
発
表
し

た
十
数
年
後
、
多
視
点
に
よ
る

再
構
成
と
い
う
表
現
を
、
見
事

に
咀
嚼
し
て
描
い
て
い
る
。
他

に
貧
困
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品

も
あ
り
、
改
め
て
画
家
の
大
き

さ
を
突
き
付
け
ら
れ
た
。
実
を

児
島
喜
久
雄
・
佐
藤
春
夫
・
西

村
伊
作
の
各
氏
が
代
表
的
な

方
々
だ
が
、
佐
藤
春
夫
に
は
面

白
い
話
が
あ
る
。

　

三
越
で
開
い
た
第
３
回
展
の

時
に
佐
藤
が
力
作
を
出
し
た
の

だ
が
、
そ
れ
を
見
て
私
は
こ
の

年
の
二
科
賞
は
佐
藤
に
行
く
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
た
が
、

図
ら
ず
も
私
が
受
賞
す
る
こ
と

に
な
っ
た
た
め
に
、
佐
藤
は
大

い
に
憤
慨
し
て
以
後
の
出
品
を

や
め
た
。

　

こ
の
時
代
の
画
家
は
単
に
絵

を
描
く
だ
け
で
は
な
く
、
文
を

能
く
す
る
人
も
い
た
。
そ
の
逆

で
、
学
者
・
批
評
家
・
文
学
者

が
画
を
能
く
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
言
葉
を
変
え
る
と

美
術
も
思
想
も
一
つ
の
文
化
と

し
て
、
総
合
的
に
理
解
さ
れ
発

展
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。

今
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
プ
ロ

パ
ー
が
分
化
し
て
い
る
の
で
は

な
く
、
逆
に
助
け
合
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。

　

そ
の
点
で
も
二
科
会
は
新
し

い
文
化
の
窓
口
で
あ
り
中
心
で

あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
今

で
も
人
に
会
っ
た
と
き
、
二
科

に
よ
っ
て
新
し
い
文
化
に
出

会
っ
た
と
い
う
話
を
よ
く
聞
か

さ
れ
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
二
科

と
い
う
名
前
に
新
し
い
文
化
へ

の
郷
愁
を
お
ぼ
え
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
戦
前
の
九
室
会
の

運
動
な
ど
は
、
そ
の
意
味
で
代

表
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
67
号
に
続
く
）

　
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
　
二
科
百
周
年
　
　
　
　
　
　
百
周
年
実
行
委
員
　
山
中 

宣
明

　
凄
い
作
品
を
見
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
原 

史
雄

と
を
示
す
展
示
に
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　

広
報
面
で
は
会
員
に
よ
る
世

代
を
超
え
た
対
談
や
美
術
新
聞

の
特
集
記
事
等
に
よ
る
様
々
な

角
度
か
ら
の
広
報
も
企
画
中
で

す
。
ま
た
出
品
者
全
員
が
気
軽

に
参
加
で
き
、
百
周
年
に
立
ち

会
え
た
思
い
出
と
な
り
、
外
に

向
か
っ
て
発
信
で
き
る
よ
う
な

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
等
も
望
ま
れ

て
い
ま
す
。
会
員
の
一
人
と
し

て
百
周
年
と
い
う
歴
史
的
節
目

に
出
品
で
き
事
業
に
関
わ
れ
る

こ
と
に
、
感
謝
と
喜
び
を
も
っ

て
、
皆
さ
ん
と
実
現
に
向
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

言
う
と
、
東
郷
青
児
と
い
う
画

家
を
ず
っ
と
長
い
間
好
き
に
な

れ
な
か
っ
た
。
私
が
二
科
に
初

入
選
し
た
60
年
代
は
、
安
保
に

揺
れ
る
社
会
背
景
で
、
芸
術
表

現
も
人
間
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
部

分
を
暴
く
よ
う
な
テ
ー
マ
が
も

て
は
や
さ
れ
た
時
代
だ
っ
た
。

そ
の
こ
ろ
に
美
術
大
学
を
卒
業

し
た
者
に
は
、
大
衆
化
路
線
や

モ
ダ
ニ
ズ
ム
、
浮
わ
つ
い
た
よ

う
な
絵
、
二
科
会
で
の
不
透
明

さ
も
あ
っ
て
、
到
底
認
め
ら
れ

な
い
画
家
だ
っ
た
の
だ
。
そ
れ

が
、
目
の
前
の
作
品
は
、
ま
ぎ

れ
も
な
い
東
郷
芸
術
で
あ
る
。

釘
付
け
状
態
で
見
て
い
る
と
、

持
ち
続
け
、
決
め
つ
け
て
い
た

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
が
一

瞬
に
吹
っ
飛
び
、「
創
り
手
」は

作
品
が
一
番
大
切
と
改
め
て
痛

感
さ
せ
ら
れ
た
。

二科会五十年の思い出
東郷青児

二科50周年回顧記念展図録より
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ショップ・4 部参加のチャリティーコーナーショップ・4 部参加のチャリティーコーナー

　
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
報
告

　

絵
画
、彫
刻
、デ
ザ
イ
ン
、写

真
、
４
部
門
の
協
力
の
も
と
、

提
供
さ
れ
た
作
品
の
並
ぶ

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ー
ナ
ー
は
、

来
場
の
方
々
に
も
お
な
じ
み

と
な
り
、
今
年
も
収
益
の
全

額
を
寄
付
い
た
し
ま
し
た
。

寄
付
先
は
下
記
の
通
り
で
す
。

■
Ｎ
Ｈ
Ｋ
厚
生
文
化
事
業
団

５
０
０
，
０
０
０
円

■
東
松
島
市
災
害
対
策
本
部

５
３
２
，
５
４
０
円

　

10
月
17
日
に
は
寄
付
先
の

東
松
島
市
の
阿
部
秀
安
市
長

よ
り
感
謝
状
が
届
き
ま
し
た

事
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

二
科
会
と
し
て
今
後
も
支

援
活
動
を
息
長
く
続
け
た
い

と
思
い
ま
す
。
作
品
を
提
供

し
て
頂
い
た
先
生
方
を
は
じ

め
、
ご
支
援
頂
い
た
皆
様
に
、

心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

被
災
地
児
童
支
援
絵
画
教
室
　
活
動
報
告

川
内
　
悟

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
三
年
余

り
が
経
過
し
た
。
四
回
目
の
被

災
地
児
童
支
援
絵
画
教
室
を
、

昨
年
ま
で
の
福
島
県
か
ら
宮
城

県
へ
と
移
し
、
東
松
島
市
立
鳴

瀬
桜
華
小
学
校
で
開
催
し
た
。

　

百
年
以
上
も
歴
史
の
あ
る
二

校
が
統
合
し
、
開
校
二
年
目
を

迎
え
た
新
し
い
学
校
で
あ
る
。

　

六
年
生
五
十
五
名
に
、
未
来

の
夢
の
街
を
テ
ー
マ
に
、
各
自

コ
メ
ン
ト
を
つ
け
て
描
い
て
も

ら
い
、
そ
の
絵
を
ヒ
ン
ト
に
、

校
歌
の
歌
詞
に
あ
る
春
夏
秋
冬

を
も
加
味
し
て
、
題
材
を
「
宮

城
の
四
季
・
絆
」
と
し
、
制
作

の
指
導
内
容
を
決
め
た
。

　

ま
ず
導
入
の
手
始
め
に
、
校

歌
を
斉
唱
し
て
も
ら
っ
た
。

　

子
ど
も
達
は
、
み
ん
な
で
歌

っ
た
校
歌
の
高
揚
、
盛
り
上
が

り
を
、
そ
の
ま
ま
絵
に
し
は
じ

め
た
。「
満
開
の
桜
」

「
花
火
」「
紅
葉
と
ト

ン
ボ
」「
雪
化
粧
」
な

ど
、
制
作
進
行
中
の

子
ど
も
達
は
、
創
作

力
の
豊
か
さ
、
感
性

の
素
晴
ら
し
さ
を
遺

憾
な
く
発
揮
し
た
。

　

そ
し
て
完
成
時
、

子
ど
も
達
の
充
実
感

と
達
成
感
が
伝
わ
っ

て
来
る
の
を
感
じ
た
。

　

九
万
人
を
超
え
た

九
十
九
回
展
の
観
客

に
も
、
子
ど
も
達
の

コ
メ
ン
ト
共
々
、
大

き
な
感
銘
を
与
え
ら

れ
た
と
思
う
。

　

制
作
記
録
小
冊
子

を
作
成
し
、
児
童
全

員
に
記
念
品
と
し
て

進
呈
し
た
。

第
99
回

二
科
巡
回
展

�	

富
山
展

平
成
26
年
９
月
20
日
～
28
日

富
山
市
民
プ
ラ
ザ

�	

名
古
屋
展

平
成
26
年
10
月
７
日
～
19
日

愛
知
県
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

�	

大
阪
展

平
成
26
年
10
月
29
日

	

～
11
月
９
日

大
阪
市
立
美
術
館

�	

京
都
展

平
成
26
年
11
月
27
日

	

～
12
月
７
日

京
都
市
美
術
館

�	

広
島
展

平
成
27
年
１
月
６
日
～
11
日

広
島
県
立
美
術
館

�	

福
岡
展

平
成
27
年
２
月
17
日
～
22
日

福
岡
市
美
術
館

�	

鹿
児
島
展

平
成
27
年
３
月
４
日
～
15
日

鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー

黎
明
館

二
科
東
北
支
部
連
合
　
経
過
報
告

中
島 

敏
明

　

先
般
、
４
月
の
理
事
会
に
於
い
て
、
事
務
局
よ
り
出
品
者
の
減

少
傾
向
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
中
で
も
東
北
地
方
は
巡
回
展
も

な
く
、
指
導
者（
会
員
）が
２
名
、
会
友
３
名
と
少
な
い
た
め
か

下
降
傾
向
に
あ
り
、
こ
れ
に
歯
止
め
を
掛
け
活
性
化
を
図
る
担

当
と
し
て
、
絵
画
部
生
方
純
一
、
川
内
悟
、
山
中
宣
明
、
香
川

猛
、
大
隈
武
夫
、
中
島
敏
明
、
彫
刻
部
前
田
耕
成
、
以
上
７
名

が
東
北
・
北
海
道
担
当
に
決
ま
り
ま
し
た
事
は
、
５
月
の
会
員

定
時
総
会
で
説
明
さ
れ
た
通
り
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
を
９
月
３
日
、
東
北
の
各
支
部
長
と
、
東
北
・

北
海
道
担
当
理
事
・
監
事
が
、
国
立
新
美
術
館
二
科
控
室
に
於

い
て
話
し
合
い
を
行
い
ま
し
た
内
容
を
ご
報
告
致
し
ま
す
。

　
連
合
展
に
関
す
る

主
な
内
容
に
つ
い
て
　

◆
目
的

東
北
地
方
の
活
動
の
活
性
化

に
よ
る
作
品
の
向
上
と
、
新

た
な
出
品
者
発
掘
を
目
的
と

す
る
。

◆
連
合
・
名
称

連
合
は
当
面
、
青
森
・
秋
田
・

岩
手
・
山
形
・
宮
城
・
福
島
の

東
北
６
県
と
し
、
名
称
は
二

科
東
北
支
部
連
合
と
す
る
。

◆
組
織
・
運
営
委
員

青
森
支
部
長	

木
村	

精
郎

秋
田
支
部
長	

佐
藤	

壮
平

岩
手
支
部
長	

佐
々
木	

実

山
形	
（
現
在
支
部
な
し
）

宮
城
支
部
長	
及
川	

英
之

福
島
支
部
長	

須
田	
美
紀
子

彫
刻
部
世
話
役	

工
藤　

直

◎
連
合
世
話
役
代
表　

及
川	
英
之

◆
第
一
回
展
に
つ
い
て

会
期
：
２
０
１
５
年

５
月
８
日
～
５
月
13
日

（
６
日
間
）

会
場
：
仙
台
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

５
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｃ

出
品
者
：
連
合
参
加
者

担
当
理
事
等
賛
助
出
品

99
回
展
被
災
地
児
童
作
品

特
別
展
示
予
定

※
会
期
中
、
第
１
０
０
回

記
念
二
科
展
出
品
者
募

集
や
研
修
会
を
開
催
。

◇　
　

◇　
　

◇　
　

◇　
　

◇　
　

◇　
　

◇　
　

◇　
　

◇

　

東
北
ゆ
か
り
の
第
５
回
二
科

展
樗
牛
賞
の
関
根
正
二
の
よ
う

な
、
東
北
と
い
う
地
域
性
や
風

土
カ
ラ
ー
を
持
っ
た
創
造
者
が
、

本
展
に
新
た
な
風
を
吹
き
込
ん

で
く
れ
る
事
を
期
待
し
た
い
。
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春
季
二
科
展

平
成
27
年
４
月
17
日

～
23
日

東
京
都
美
術
館

会員　伊勢谷　圭	氏訃　報

伊
勢
谷
圭
先
生
、
90
歳
に
な
ら
れ
て

地
元
紙
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
て

（
一
部
抜
粋
）

　

女
学
校
に
行
か
ん
と
絵
が

描
き
た
い
っ
て
い
う
ぐ
ら
い

絵
が
好
き
や
っ
た
…
音
楽
も

好
き
や
か
ら
ど
っ
ち
が
え
え

や
ろ
と
悩
ん
だ
時
期
も
あ
っ

た
ん
で
す
よ
。

　

今
か
ら
思
っ
た
ら
絵
描
き

で
生
き
る
こ
と
を
軽
く
考
え

て
た
ん
よ
ね
。
一
生
こ
ん
な

大
変
な
こ
と
や
と
思
っ
て
な

い
か
ら
。

　

で
も
絵
を
描
い
て
る
時
だ

け
が
我
を
わ
す
れ
て
い
ら
れ

る
時
間
や
っ
た
か
ら
何
に
も

思
わ
へ
ん
か
っ
た
。

　

私
、
孤
独
は
平
気
よ
。
ど

こ
へ
ほ
っ
と
い
て
く
れ
て
も

私
は
平
気
。
や
っ
ぱ
り
自
分

で
な
い
と
出
来
ひ
ん
も
の
、

誰
も
真
似
で
き
ひ
ん
も
の
が

あ
る
か
ら
か
も
わ
か
ら
ん
ね
。

私
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
は
や

っ
ぱ
り
絵
な
ん
よ
。

略
歴

一
九
二
〇
年
　
大
阪
府
生

一
九
四
九
年
　
第
34
回
展初

入
選

一
九
六
二
年
　
第
47
回
展
特
選

一
九
六
五
年
　
会
友
推
挙

一
九
七
一
年
　
第
56
回
展
金
賞

一
九
七
二
年
　
会
員
推
挙

一
九
七
五
年
　
第
65
回
展

会
員
努
力
賞

　

第
99
回
二
科
展
（
デ
ザ
イ
ン
部
は
64
回
展
）
も
終
わ

り
、
次
回
が
１
０
０
回
展
を
迎
え
る
節
目
で
も
あ
り
、

二
科
展
の
歴
史
、
伝
統
を
想
い
考
え
る
機
会
に
な
り
ま

し
た
。
公
募
展
の
持
続
的
発
展
は
、
時
代
が
ど
う
変
化

し
て
も
現
在
は
過
去
の
続
き
で
あ
り
、
変
わ
ら
な
い
た

め
に
は
、
変
わ
る
こ
と
で
人
と
人
を
つ
な
げ
て
歴
史
や

伝
統
に
な
る
わ
け
で
す
か
ら
、
過
去
、
現
在
、
未
来
へ

と「
つ
な
ぐ
」「
伝
わ
る
」が
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
り
、
そ
れ

が
一
過
性
の
コ
ン
ク
ー
ル
と
は
違
う
公
募
展
の
魅
力
で

あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
４
部
門（
絵
画
、
彫
刻
、
デ
ザ
イ

ン
、
写
真
）で
構
成
さ
れ
て
い
る
二
科
展
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
部
門
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
最
適
を
目
指
し
て
、
部
門（
部

分
）
最
適
を
求
め
行
動
、
活
動
し
て
い
る
こ
と
か
ら
４

部
門
全
体
の
最
適
に
繋
が
っ
て
い
な
い
感
が
あ
り
ま
す
。

４
部
門
が
二
科
会
、
二
科
展
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
、
冠
を

使
っ
て
い
る
以
上
、
各
部
門
が
二
科
会
二
科
展
の
二
科

精
神
、
理
念
を
理
解
し
意
識
し
、
そ
れ
を
共
有
し
、
共

に
担
っ
て
い
く
と
い
う
全
体
観
を
持
つ
こ
と
が
各
部
の

協
動
を
誘
発
す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
は
デ
ザ
イ
ン
部
が
自
ら
に
向
け
た
自
省
、
自
戒
で

も
あ
り
ま
す
。

１
０
０
回
展
に

向
け
て
デ
ザ
イ

ン
部
の
会
員
、

会
友
に
二
科
精

神
、
理
念
を
理

解
し
、
意
識
す

る
べ
く
、
一
体

感
を
醸
成
し
て

い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
社
団
法
人
二
科
会
写
真
部
は
、
第
62
回

展
を
無
事
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

写
真
部
展
会
場
に
は
、
特
別
会
員
・
会
員
・

会
友
の
作
品
お
よ
び
一
般
公
募
の
入
賞
・
入
選

作
品
の
総
１
４
０
９
点
を
展
示
し
ま
し
た
。

　

会
期
中
は
連
日
多
く
の
来
場
者
が
あ
り
、
展

示
作
品
を
熱
心
に
鑑
賞
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
恒

例
の
〈
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
〉
は
、
９
月
６
日

（
土
）と
７
日（
日
）の
２
回
行
い
、
来
場
者
の
好

評
を
得
ま
し
た
。

　

第
62
回
展
の
一
般
公
募
は
「
単
写
真
部
門
」

「
組
写
真
部
門
」
の
２
部
門
で
作
品
を
募
集
し
、

全
国
か
ら
総
２
９
３
１
名
・
１
６
６
０
０
点
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
審
査
は
一
次
審
査
（
４

月
）、
二
次
審
査
（
６
月
）
と
延
べ
５
日
間
に
わ

た
っ
て
厳
正
に
行
い
ま
し
た
。

　

写
真
は
、
そ
の
表
現
性
に
お
い
て
も
、
カ
メ

ラ
な
ど
機
材
に
お
い
て
も
、
時
代
の
変
化
が
創

作
方
法
に
敏
感
に
影
響
し
ま
す
。
写
真
は
時
代

と
共
に
変
化
す
る
表
現
媒
体
で
あ
り
、
近
年
の

応
募
作
品
に

も
、
時
代
の

流
れ
に
呼
応

し
た
作
品
が

多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

今
後
、
写
真

は
ど
う
進
化

す
る
の
か
、

大
い
に
楽
し

み
で
す
。

第
99
回
展
を
終
え
、

１
０
０
回
展
に
向
け
て
思
う
こ
と

一
般
社
団
法
人
二
科
会
デ
ザ
イ
ン
部
　

理
事
長
　
今
村	

昭
秀

第
62
回

二
科
会
写
真
展
を
終
え
て

一
般
社
団
法
人
二
科
会
写
真
部
　

事
務
局
長
　
片
岡	

順
一

写真部　入口

デザイン部　入口

二
〇
一
四
年
六
月
十
四
日
逝
去

享
年
94
歳

ご
遺
族　

平
野	

勝
枝
（
妹
）

〒
五
八
〇
―
〇
〇
二
五

大
阪
府
松
原
市
北
新
町
一
―
三
―
一

伊
勢
谷 

圭
先
生
を
偲
ん
で

森
　
茂
子

　

伊
勢
谷
圭
先
生
の
御
訃
報
に
接

し
、
惜
別
の
悲
し
み
の
う
ち
に
過

ご
し
て
居
り
ま
す
。

　

ふ
り
返
り
み
ま
す
と　

私
が
会

友
に
推
挙
さ
れ
た
年
か
ら
二
科
大

阪
展
の
会
場
事
務
所
に
入
り
ま
し

た
の
で
、
そ
こ
で
先
生
と
は
じ
め

て
お
話
し
さ
せ
て
頂
く
様
に
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
46
年
の
年
月

が
流
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
間
先
生

の
絵
画
は
勿
論
何
事
に
も
妥
協
す

る
事
な
く
御
自
分
の
強
い
意
志
を

貫
き
通
し
て
い
ら
れ
る
お
姿
に
接

し
、
そ
の
気
迫
に
圧
倒
さ
れ
た
の

を
昨
日
の
事
の
様
に
思
い
お
こ
し

て
居
り
ま
す
。

　

最
近
御
健
康
を
損
な
わ
れ
案

じ
て
居
り
ま
し
た
が
、

会
期
中
に
は
必
ず
美

術
館
に
い
ら
し
て
、
私

の
作
品
が
気
に
な
っ
て

…
と
話
さ
れ
る
様
子

は
お
若
い
時
と
変
り

な
く
、
私
に
奮
起
や

反
省
の
気
持
を
起
こ

さ
せ
て
下
さ
っ
て
い
ま

し
た
。

　

ど
う
ぞ
い
つ
迄
も

私
共
を
ご
ら
ん
に
な
っ

て
い
て
下
さ
い
ま
せ
。
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ら
ず
、
来
場
の
方
々
に
も
大
き

な
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。
資
料

室
よ
り
、
二
科
50
周
年
の
東
郷

原
稿
を
転
載
し
、
私
た
ち
の
現

在
・
１
０
０
回
展
を
考
え
る
の

も
興
味
深
い
と
考
え
ま
し
た
。

◆
99
回
そ
し
て
１
０
０
回
展
へ
。

会
員
各
位
の
様
々
な
意
識
に
よ

っ
て
そ
の
意
味
を
描
け
な
い
か

と
、
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
で
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
紙
面

の
都
合
上
春
号
で
再
構
成
し
た

い
と
考
え
ま
し
た
。
◆
新
会
員

の
皆
さ
ん
に
は
「
審
査
会
に
参

加
し
て
」
の
感
想
を
伺
い
ま
し

た
。
こ
れ
も
次
号
の
掲
載
予
定

で
お
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ

い
。
◆
秋
、
春
号
か
け
て
、
前

編
後
編
と
い
っ
た
形
で
、
来
季

の
１
０
０
回
展
に
、
更
に
１
０
１

回
展
を
展
望
す
る
気
持
ち
を
つ

な
げ
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
ご

協
力
の
各
位
に
御
礼
申
し
ま
す
。

	

（
Ｎ
）

平
成
二
十
六
年
十
月
三
十
日
発
行

　
　
　

公
益
社
団
法
人   

二  

科  

会

〒
１
６
０
―
０
０
２
２

 

東
京
都
新
宿
区
新
宿
４
―
３
―
15

 

レ
イ
フ
ラ
ッ
ト
新
宿　

５
０
１
号
室

　
　

  

電
話 

０
３（
３
３
５
４
）６
６
４
６

　
　

  

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３（
３
３
５
４
）４
７
６
８

編
集
委
員

 

委
員
長 

（  ）絵 

野　

村　

み
そ
ら

 

委　

員 

（  ）絵 

本　

間　

千
恵
子

 
 

〃 

〃 

深　

見　

ま
さ
子

 
 

〃 

〃 

金　

澤　

英　

亮

 
 

〃 

（  ）彫 

幡　
　
　

青　

果

 
 

〃 

〃 

宮　

澤　

光　

造

作
業
に
従
事
し
て
く
れ
た
ス
タ

ッ
フ
の
お
陰
と
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

四
つ
の
部
門
の
多
く
の
人
が

関
わ
り
合
っ
て
、
歴
史
あ
る
展

覧
会
を
開
催
す
る
の
で
す
か
ら
、

意
思
の
疎
通
を
大
切
に
、
事
故

が
な
く
無
事
に
歴
史
的
瞬
間
を

迎
え
ら
れ
ま
す
よ
う
、
田
中
理

事
長
の
ご
指
導
の
も
と
努
力
し

て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
お
力
添
え
、

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

塙　

珠
世

◆
プ
レ
１
０
０
回
展
企
画
、
東

郷
作
品
展
示
室
は
、
そ
の
足
跡

の
大
き
さ
を
改
め
て
再
確
認
す

る
機
会
と
な
り
、
会
員
の
み
な

　
「
二
〇
一
五
年
、
二
科
展
は

一
〇
〇
回
展
を
迎
え
ま
す
」
と
表

記
さ
れ
た
ポ
ス
タ
ー
の
如
く
、

い
よ
い
よ
、
そ
の
年
を
迎
え
よ

う
と
し
て
お
り
ま
す
。
戦
争
を

は
さ
ん
だ
二
科
七
〇
年
、
そ
し

て
そ
の
後
の
現
在
に
至
る
三
〇

年
。
歴
史
は
日
々
更
新
で
す
。

　

会
場
を
国
立
新
美
術
館
に
移

し
て
の
こ
こ
数
年
は
、
改
革
改

善
を
積
み
重
ね
、
開
か
れ
た
二

科
会
と
し
て
の
一
頁
を
紡
い
で
い

る
よ
う
な
気
が
致
し
ま
す
。

　

第
九
九
回
二
科
展
の
入
場
者

数
・
搬
入
点
数
等
は
下
記
の
表

の
通
り
で
す
。
今
年
は
美
術
館

の
企
画
展
示
に
合
わ
せ
て
、
ナ

★ 二科ニュースweb入稿用アドレス ：	newsnika@gmail.com
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表１
入場者（昨年比）

一般当日 4,632人	（1,333増）
前売り券入場 5,045人 （561増）
高校・大学 350人	 （67増）
メトロコマース 0人	 （901減）
チラシ割引 679人 （92増）
チケットぴあ 137人	 （32増）
団体割引 0人	 （土0）
企画割引 611人	 （355増）
新聞社優待券 3,239人 （591減）
有料入場者 14,693人 （948増）
無料入場者 80,194人 （7,051増）

入場者合計 94,887人	（7,999増）

表２

区分 搬入点数（昨年比）

絵画・一般 2,780点	（24減）

絵画・会友 1,064点（44増）

彫刻・一般 61点	（10減）

彫刻・会友 38点	（1増）

合計 3,943点（11増）

表３
展示

（遺作含む）
点数（昨年比） 人数（昨年比） 35才以下

出品者数（昨年比）
35才以下	

応募・在籍数（昨年比）

絵画・一般 697（60減） 676（55減） 50名（17減） 73名（12減）

絵画・会友 320（33増） 265（10増） 9名（1増） 9名 （0）

絵画・会員 145（3増） 145 （3増） 0名 （0）

彫刻・一般 53（5減） 53 （4減） 19名（7減） 21名 （6減）

彫刻・会友 38（1増） 38 （1増） 3名（1増） 5名 （2増）

彫刻・会員 60（2増） 50 （0） 0名 （0）

展示合計 1,313（26減）	 1,227	（45減） 81名（22減） 108名（16減）

（特別展示：東郷作品を除く）

■
ベ
ス
ト
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

　

来
年
５
月
に
東
京
都
美
術
館

で
開
催
予
定
の
「
ベ
ス
ト
セ
レ
ク

シ
ョ
ン
美
術
２
０
１
５
」
の
二
科

会
か
ら
の
出
品
者
７
名
を
99
回

展
の
会
期
中
に
開
か
れ
た
理
事

会
で
選
出
し
ま
し
た
。

絵
画
部
は
会
員
の
横
前
秀
幸
、

田
浦
哲
也
、
齋
藤
賢
司
、
会
友

の
山
岡
明
日
香
。
彫
刻
部
は
会

員
の
安
田
明
長
、
小
田
信
夫
、

会
友
の
林
一
平
。	（
生
方	

純
一
）

■
ト
ピ
ッ
ク
ス

　

今
期
、
最
高
齢
受
賞
者
と
な

っ
た
82
歳
、
三
重
県
の
奥
山
嘉

男
さ
ん
。
最
多
11
点
の
作
品
を

出
品
し
、
２
点
入
選
、
特
選
を

受
賞
し
た
。

　
「
最
高
齢
と
い
う
の
は
、
嬉
し

い
で
す
ね
。
病
気
療
養
で
１
年

出
品
を
休
み
ま
し
た
が
、
そ
の

間
も
描
き
続
け
て
、
11
枚

出
品
と
な
り
ま
し
た
。

　

世
界
遺
産
の
街
、
イ
タ

リ
ア
・
マ
テ
ー
ラ
に
魅
せ

ら
れ
、
度
々
訪
れ
描
き
続

け
て
い
ま
す
。
人
は
描
か

ず
に
、
生
活
感
を
風
景

に
取
り
込
む
こ
と
を
意
識

し
て
い
ま
す
。
以
前
は
写

真
部
に
出
品
経
験
が
あ
る

が
、
70
歳
か
ら
描
き
始
め

て
、
入
選
歴
は
10
回
位
。

来
年
に
向
け
す
で
に
描
き

始
め
て
い
ま
す
。」

事
務
局
だ
よ
り

編
集
後
記

■絵画：展示者総数▶1087名
　　　　　　　　　　（内訳：会員143名　会友	265名　一般	676名　特別展示3名）
■彫刻：展示者総数▶141名　（内訳：会員50名　会友	38名　一般	53名）

■絵画：展示作品総点数▶1173点
　　　　　　　　　　（内訳：会員143点　会友320点　一般697点　特別展示13点）
■彫刻：展示作品総点数▶151点　（内訳：会員60点　会友38点　一般53点）

◎絵画：受賞者最年少：島崎紗椰（京都）19歳
◎彫刻：受賞者最年少：与島　雪（富山）24歳
◎絵画：受賞者最年長：奥山嘉男（三重）82歳
◎彫刻：受賞者最年長：多羅間拓也（京都）67歳・篠木玲子（埼玉）67歳

◎絵画：入選者最年少：島崎紗椰（京都）19歳
◎彫刻：入選者最年少：Emily	吉本（東京）21歳
◎絵画：入選者最年長：塩田孝子(千葉）93歳
◎彫刻：入選者最年長：高石育子（千葉）79歳

※尚、上記年齢は、未記入者を除いた記入者を対象としています。

イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
金
曜
・
土

曜
の
両
日
に
開
催
さ
れ
た
事
に

加
え
、
メ
ト
ロ
で
の
販
売
を
止

め
た
為
か
、
有
料
入
場
者
数
が

か
な
り
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
会
期
中
の
四
部
門
会
議

（
九
月
十
日
）
で
は
次
の
よ
う
な

事
が
決
ま
り
ま
し
た
。
来
年
の

第
百
回
記
念
二
科
展
に
は
二
科

会
の
趣
旨
を
改
め
て
確
認
し
、

二
科
展
の
共
通
の
理
念
を
掲
げ

る
と
共
に
、
展
示
会
場
二
階
の

休
憩
室
を
使
用
し
て
四
部
門
に

よ
る
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
展
示
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
第
一
回
目
は

『
あ
そ
び
』
が
テ
ー
マ
で
す
。
制

作
費
等
の
費
用
に
つ
い
て
は
基

本
的
に
個
人
負
担
と
な
り
ま
す

が
、
参
加
し
て
戴
け
る
会
員
の

先
生
は
各
部
の
事
務
局
迄
ご
連

絡
下
さ
い
。

　

ま
た
来
年
は
出
品
規
約
で
は

改
訂
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
会
員

の
出
品
作
品
の
号
数
無
制
限
条

項
が
、
壁
長
三
五
〇
ｃ
ｍ
以
内
に

変
更
さ
れ
、
出
品
者
の
「
未
発
表

作
品
」の
定
義
も
明
確
に
な
り
ま

し
た
。
出
品
規
約
の
熟
読
を
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

さ
て
、
丸
々
一
年
を
か
け
て
取

り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
、
歴
代

の
会
員
・
会
友
の
名
簿
や
受
賞

者
記
録
、
二
科
展
出
品
者
の
目

録
や
名
簿
等
の
デ
ー
タ
化
作
業

も
ほ
ぼ
完
了
し
、
色
々
な
お
問
い

合
わ
せ
に
も
迅
速
に
対
応
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。

こ
れ
も
大
事
に
保
存
し
て
い
た

資
料
を
お
寄
せ
下
さ
い
ま
し
た

先
生
方
や
、
綿
密
な
資
料
整
理




